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２
０
１
７
年
度
の

奨
学
生
決
ま
る
！

篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
基
金
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ミジャールさん
雲クマリ･トランゲさん
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” ”

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
５

年
に
新
憲
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
６
月
に

は
教
育
墓
本
法
が
改
正
さ
れ

学
校
制
度
が
整
理
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
教
育
課
程

は
墓
礎
教
育
８
年
（
１
１
８

年
）
、
中
等
教
育
４
年
（
９
１

吃
年
）
に
区
分
さ
れ
、
墓
礎

教
育
が
無
償
義
務
教
育
と
さ

れ
ま
し
た
。
中
等
教
育
修
了

試
験
は
吃
年
生
時
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
外

務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

ま
た
、
今
年
に
入
り
地
方

選
挙
が
実
施
さ
れ
、
新
し
い

行
政
の
仕
組
み
が
整
い
つ
つ

あ
り
、
好
余
曲
折
は
あ
る
も

の
の
民
主
化
が
進
み
つ
つ
あ

ります。
「
篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
墓
金
」

で
支
援
す
る
奨
学
生
も
決
定

しました。（
詳
細
は
次
ぺ
ｌ
ジ
）

セ小卒業生で中等学校に学んでいる生徒数
（セ小卒業生のみ２０１７/５現在）

教育支援プロジェクトで
地域力の向上を！

学年
６
７
８
９
１０
１１
１２
計

男子
２
４
８
５
５
７
９
４０

女子
４
７
８
１０
６
６
９
５０

合計
６
１１
１６
１５
１１
１３
１８
９０

学年
１

２

３

４

５

計

女子
１１
７

７

５

５

３５

男子
１１
６

４

１

５

２７

合計
２２

１３

１１
６

１０

６２



2017(H29)年10月１日発行NPO法人篠山ナマステ会通信No.１ (2)

①
学
生
名

学
校
名

学
年

②
学
生
名

学
校
名

学
年

問
２
率
篠
山
ナ
マ
ス
テ
会
が
支
援
し
て
い
る
奨
学
金

の
奨
学
生
を
決
め
ま
し
た
か
？

（
１
ペ
ー
ジ
に
写
真
）

SSS・LaxmiPaudyal通信

私
た
ち
も
マ
ハ
デ
ブ
ス
タ
ン
地
域
の
ガ

ハ
テ
や
他
の
村
の
地
震
か
ら
の
復
興
に
つ

い
て
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
第
１

回
の
５
０
，
０
０
０
ル
ピ
ー
を
支
給
し
ま

し
た
が
、
村
人
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
自
分
た

ち
の
家
を
建
て
て
い
ま
せ
ん
。
０
．
０
２
％

の
村
人
が
家
を
建
て
ま
し
た
が
、
ま
だ
の

人
た
ち
は
ひ
き
続
き
自
治
体
事
務
所
に
要

請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
１
”
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
復
興
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

ク
マ
リ
・
ト
ラ
ン
ゲ
さ
ん

サ
ル
バ
マ
ン
ガ
ラ
高
校

洲
学
年

シ
ュ
リ
ジ
ャ
ナ
・
ミ
ジ
ャ
ー
ル
さ
ん

デ
デ
ィ
ッ
ム
カ
高
校

川
学
年

私
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
マ
ン
ダ
ン
・
デ
ュ
プ
ー
ル

自
治
体
の
ワ
ー
ド
叩
扣
の
首
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た。 ワ
ー
ド
伽
９
の
首
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ジ
ッ
ト
氏
は
セ
テ
ィ
デ
ィ
ビ

小
の
学
校
運
営
委
員
長
を
長
く
務
め
た
人
で
す
。

ガ
ハ
テ
村
に
生
ま

れ
、
ガ
ハ
テ
村
で

育
っ
た
ジ
ッ
ト
・
バ

ハ
ド
ゥ
ー
ル
・
タ
マ

ン
氏
が
マ
ン
ダ
ン
・

デ
ュ
プ
ー
ル
自
治
体

今
年
度
２
０
１
８
年
１
月
の
ネ
パ
ー
ル
ス
タ
デ
ィ

ッ
ア
ー
の
計
画
に
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
は
篠
山
ナ

マ
ス
テ
会
の
み
な
さ
ん
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

問
３
率
マ
ハ
デ
ブ
ス
タ
ン
地
域
の
地
方
選
挙
結
果
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

ナ
マ
ス
テ
会
の
み
な
さ
ん
に
、
私
の
心
か
ら
の
「
ナ

マ
ス
テ
」
と
好
意
を
お
伝
え
下
さ
い
。

元
通
信
員
ネ
パ
ー
ル
氏
も

故
郷
で
行
政
の
ト
ッ
プ
に
当
選
２０１７．７ ー 一 一

醤… …

１
．
Ｓ
Ｌ
Ｃ
を
受
験
す
る
資
格
を
含
む
ネ
パ
ー
ル
政

府
の
教
育
制
度
改
革
計
画
に
つ
い
て

○
現
在
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
２
つ
の
学
校
水
準
の
枠
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
基
礎
教
育
学
校
（
１
か
ら

８
学
年
）
、
も
う
一
つ
は
中
等
教
育
学
校
（
９
か
ら
吃
学

年
）
で
す
。
政
府
は
中
等
教
育
水
準
（
吃
学
年
）
に

つ
い
て
、
自
由
な
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

の
向
上
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
Ⅱ
及
び
吃
学
年

ネ
パ
ー
ル
の
教
育
制
度
改
革
に
つ
い
て
情
報
を
提
供

し
ま
す
。
い
く
つ
か
は
計
画
中
で
あ
り
、
い
く
つ
か
は

既
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
せ
し
ま
し
ょ
う
、
私
の
仕
事
は
以
前
よ
り
も
難
し

い
と
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
選
挙
前
私
は
そ
こ

で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
ソ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
政
府
の
行
政
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
少
し
忙
し

く
な
り
ま
し
た
。

私
の
村
に
事
務
所
が
あ
り
、
毎
日
そ
こ
へ
行
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
ワ
ー
ド
Ⅲ
伯
は
人

□
お
よ
そ
５
．
０
０
０
人
で
す
。

Ｐ

》．

？

ネ
パ
ー
ル
で
は
６
つ

の
地
方
選
挙
が
６
月

に
、
１
つ
の
地
方
選
挙

は
９
月
の
最
終
週
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
こ
と
を
お
知
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２
．
力
プ
レ
郡
（
セ
テ
ィ
デ
ィ
ビ
小
や
ラ
ダ
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
小
中
校
、
ウ
マ
・
サ
八
校
、
デ
デ
ィ
・
ツ
ム
カ
校
、

そ
の
他
の
学
校
を
含
む
）
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
教

育
改
革
の
進
展
状
況
に
つ
い
て

○
力
プ
レ
郡
も
他
の
郡
と
同
様
に
教
育
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

○
私
た
ち
の
新
し
い
自
治
体
マ
ン
ダ
ン
・
デ
ュ
ブ
ー

ル
は
学
校
に
対
し
て
技
術
的
、
経
営
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
力
プ
レ
郡
教
育
事
務

の
学
生
た
ち
は
学
校
へ
お
金
を
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

○
政
府
は
中
等
教
育
水
準
（
旧
学
年
）
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
学
校
を
地
方
行
政
に
委
譲
す
る
こ
と
を

計
画
中
で
、
現
在
、
政
府
は
地
方
行
政
組
織
に
対

す
る
い
く
つ
か
の
権
限
と
責
任
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
又
、
地
方
行
政
組
織
へ
の
学
校
委
譲
の
た
め

の
法
律
も
作
成
中
で
す
。
法
律
が
完
成
す
れ
ば
、

こ
の
制
度
は
地
方
行
政
組
織
に
よ
っ
て
完
全
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

○
ネ
パ
ー
ル
で
は
現
在
、
全
て
の
郡
に
郡
教
育
事
務

所
が
あ
り
ま
す
。
教
育
事
務
所
は
地
方
行
政
府
へ

の
支
援
と
連
携
に
よ
っ
て
、
全
郡
レ
ベ
ル
の
教
育

制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

○
教
育
制
度
改
革
以
前
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
は
一
つ
の
資
格

墓
準
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
等
教
育
水
準
を
修
了
し

た
こ
と
を
表
す
も
の
で
し
た
。
現
在
政
府
は
Ｓ
Ｌ

Ｃ
試
験
制
度
の
是
非
を
検
討
し
て
お
り
、
以
前
に

既
に
Ｓ
Ｌ
Ｃ
水
準
を
修
得
し
た
人
に
対
し
て
は
Ｓ

Ｌ
Ｃ
資
格
認
定
を
与
え
て
い
ま
す
。

私
は
自
治
体
の
行
動
的
で
責
任
感
あ
る
職
員
で

す
。
私
た
ち
の
地
域
の
学
校
、
と
り
わ
け
セ
テ
ィ
デ
ィ

ビ
校
、
ウ
マ
・
サ
ハ
校
、
デ
デ
ィ
・
ツ
ム
カ
校
、
ラ
ダ
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
校
な
ど
が
よ
り
良
い
経
営
を
で
き
る
よ

う
、
試
み
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
情
報
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
そ

れ
を
準
備
で
き
ま
す
、
ど
う
ぞ
ご
遠
盧
な
く
。

私
は
２
０
１
８
年
１
月
即
日
～
幻
日
の
ネ
パ
ー
ル

ス
タ
デ
ィ
ッ
ア
ー
の
こ
と
大
変
を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
ら
ば
、
そ
の

準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
ツ
ア
ー
の
皆
さ
ん
と

お
出
会
い
し
、
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。２０

１
７
．
加

ビ
シ
ュ
ニ
ュ
・
マ
ニ
・
ネ
パ
ー
ル

所
と
政
府
は
自
治
体
を
通
し
て
学
校
に
対
す
る
支

援
と
連
携
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
マ
ン
ダ
ン
・
デ
ュ
プ
ー
ル
自
治
体
は
、
よ
り
よ
く

学
校
を
運
営
す
る
た
め
に
、
規
則
と
仕
組
み
を
作

る
試
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
セ
テ
イ
デ
イ
ビ
小
、

ラ
ダ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
校
、
ウ
マ
・
サ
ハ
校
、
デ
デ
イ
・

ツ
ム
カ
校
は
通
常
通
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
私
た
ち
の
郡
の
い
く
つ
か
の
学
校
で
は
既
に
他
の

学
校
と
統
合
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
児
菫
生

徒
数
が
減
っ
た
場
合
、
学
校
は
最
も
近
い
他
の
学

校
と
統
合
し
ま
す
。
児
菫
生
徒
数
は
固
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
の
学
校
が
立
地
す
る
位
置
と

状
況
次
第
な
の
で
す
。
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Ｉ １

１

定
期
総
会
後
の
記
念
講
演
は
「
国
際
交
流
を

考
え
る
．
在
大
阪
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
名
誉
領

事
館
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ク
ロ
ア
チ
ア
交
流

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
同
名
誉
領

事
・
小
島
弘
氏
と
同
領
事
秘
書
・
山
崎
エ
レ

ナ
氏
の
話
を
聴
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
は
、
相
互
の
歴
史
や
文
化
に
対
す

る
関
心
か
ら
始
ま
り
＄
交
流
を
続
け
る
中
で
お

互
い
に
尊
敬
の
念
が
生
ま
れ
、
同
じ
人
間
と
し

て
心
が
繋
が
っ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
一
人
一

人
の
喜
び
と
充
実
し
た
体
験
に
支
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

天
国
の
国
ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ

よ
う
こ
そ

壷

叫蕊岫踊
■ 一

, 轌 需
＝

山
崎
エ
レ
ナ
さ

ん
が
ク
ロ
ア
チ

ア
の
自
然
や
歴

史
等
に
誇
り
を

持
っ
て
、
そ
れ

ら
を
伝
え
よ
う

と
す
る
姿
に
私

た
ち
は
国
際
交

流
の
原
点
を
見

る
思
い
が
致
し

ま
し
た
。

２０１７．４．３
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EO１B年１月巳０日
～巳フ曰に

ツアーを計画
しています。

■■Ｇ

> , 6

醗窪 １

謬
舞
輿

ヨ
‘勺

蕊 ●
ね
ら
い

①
人
づ
く
り
、
村
づ
く
り

の
現
状
把
握

②
今
後
の
支
援
の
あ
り
方

協
議

③
新
交
流
先
パ
タ
ン
市
の

小
中
学
校
訪
問

④
震
災
か
ら
の
復
興
状
況

視
察

. j

Ｆ

弍旦
鴎

■■

鍛鬼Ｆ１

山

ネパールスタディツァー

｢たんば晨文塾」は私たちにとってなぜ原点なのか？
☆岩村昇先生がネパールから帰国後、国際支援活動を目指す「PHD運動」(Peace平和と
Health健康を担うHumanDevelopment人づくり）を提唱されたとき、この理念にいち早
く賛同して多紀郡（当時）の志ある人々が篠山市後川新田にアジアからの農業研修生を迎
え入れる研修道場を設立しました（昭和５７〈1982〉年)。「農」は「文化」であるとの考
えに墓づき、この道場は「たんば農文塾」と命名されました。PHD運動はこの篠山の地
でスタートしたのです。

☆この国際支援活動の最も大切な在り方として岩村先生と共に次のことを確かめ合いました。
．この支援活動はアジア（当初ネパール）の人々の自助努力をサポートするものであり、
お金や物を中心とした効率的でスマートな支援する外国人の考え方を現地の人々に決し
て押しつけるものであってはならないこと、
・現地の人々の考え方を尊重し、その上に立って「Ｐ平和とＨ健康を担うＤ人づくり」を
支援していくものであること、

☆NPO法人篠山ナマステ会は、この考え方をネパールとの支援・交流活動の原点として、岩
村先生が提唱された理念：「共に生きる」を掲げて、現在も活動に取り組んでいます。

、̅
私
た
ち
は
組
織
強
化
の
た
め
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
か
ら
認
定
非
営
利
活
動
法
人
を
目
指
し
て
お
り
、
賛

助
会
員
の
拡
大
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
賛
助
会

員
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
賛
助
会
員
は
本
会
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
や
、
総
会
・
記
念
講
演
等
に
出
席
で
き
ま

す
。
但
し
、
総
会
で
議
決
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せん。
〆 新

入
会
者
紹
介

■
会
員
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

正
会
員

前
川
奈
美
（
篠
山
市
）

賛
助
会
員

山
田
義
一
郎
（
福
知
山
市
）

大
槻
和
江
（
福
知
山
市
）

岸
本
希
（
東
京
都
）

銅割翰

NPO法人
篠 山 ナ マ ス テ 会
■事務局
〒669-2221
篠山市西古佐921 （敬称略）

■振替口座

、00930-6-29629ノ


